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平戸城の歴史に触れる

　平戸城で「子ども歴史講座」が開かれ、市内の小学
生６人が平戸城の歴史や建物の名称、役割などにつ
いて学びました。
　子ども歴史講座は、子どもたちの夏休みの課題、
自由研究に役立ててもらうことを目的に企画。文化
交流課職員から現在一般公開を中止している本丸な
どの建物や市役所、猶興館高校などが含まれる広い
地域全体で城が成立していたことなどの説明が行わ
れました。参加した子どもたちは、約１時間半をか
けて周囲を散策し、平戸城の歴史に触れました。
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「桟」150号（記念号）を出版

　未来創造館において、季刊随筆「桟」150号（記念
号）出版を祝う会が行われました。「桟」は平成３年
２月に創刊。人と人との心をつなぎ、現代の人と未
来を生きる人との「かけはし」になればとの願いが込
められています。
　開催にあたり吉居辰美会長は「創刊から１歩１歩
積み重ね、150号を出版することができた。200号
に向けて頑張っていきたい」とあいさつしました。
　創刊号から150号までは、平戸図書館で閲覧する
ことができます。
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　　まんが平戸切支丹ものがたりの第３弾「中江ノ島
～祈り～」が発行されました。春日集落に関連する
切支丹ものがたりは、これまで第１弾「丸尾山」、第
２弾「苦行の鞭」を発行。今回の「中江ノ島」で完結
となります。
　中江ノ島は、かくれキリシタン信者が行う「お水
取り」の行事が行われている聖地で、春日集落でも
かつてお水取りが行われていました。
　漫画は、春日集落案内所かたりなや平戸観光案内
所などで配布されています。

切支丹ものがたりが完結９

　松浦鉄道（株）のたびら平戸口駅構内において、平
戸市医師会・松浦鉄道（株）・平戸警察署・平戸市消
防署・青洲会病院などの関係機関による特殊救助救
急事故想定訓練が行われ、総勢約70人が参加しま
した。
　訓練は、鉄道車両と踏切内で立ち往生した普通乗
用車の衝突事故により、多数の傷病者が発生したこ
とを想定して実施され、傷病者の救助から搬送、応
急処置など関係機関の連絡および安全管理体制の確
認と各機関の連携力の強化が図られました。
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